
   

市
民
の
皆
さ
ま
、
不
安
の
な
か
で
の
ご
越
年
、
賀
詞
は
ひ
か

え
ま
す
が
、
さ
ら
な
る
ご
健
勝
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

　
さ
て
、
今
や
土
浦
の
奥
座
敷
と
も
い
う
べ
き
旧
山
ノ
荘
地
域

に
も
春
光
が
注
ぎ
、
そ
の
牧
歌
的
景
観
を
十
分
に
見
て
取
れ
る

こ
と
と
存
じ
ま
す
。
私
自
身
、
幼
い
こ
ろ
か
ら
縁
の
あ
る
こ
の

地
を
忘
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
と
く
に
、
北
方
山
中
に
あ

る
東
城
寺
に
は
幾
度
も
参
詣
し
、
鐘
楼
脇
の
庫く

り裡
で
、
夏
休
み

に
は
受
験
勉
強
を
い
た
し
ま
し
た
。
眼
下
に
は
日
枝
山
王
社
の

長
い
馬
場
の
森
、
は
る
か
に
見
れ
ば
土
浦
の
市
街
、
そ
し
て
そ

の
彼
方
に
は
霞
ヶ
浦
が
一
望
で
き
ま
し
た
。

　
日
頃
は
無
住
の
山
寺
で
す
が
、
長
い
寺
歴
の
な
か
に
興
味
を

ひ
か
れ
る
多
く
の
事
跡
が
あ
り
ま
す
。
先
年
本
堂
は
火
災
に
遭

い
、
寺
の
結
構（
建
物
な
ど
の
配
置
）こ
そ
復
元
困
難
で
す
が
、

仁
王
門
・
参
道
・
本
堂
・
鐘
楼
・
院
坊
舎（
名
称
の
み
残
る
）な
ど

の
所
在
は
明
確
で
す
。
焼
け
て
し
ま
っ
た
本
堂
の
本
尊
木
造
薬
師

如
来
坐ざ
ぞ
う像（
平
安
時
代
の
作
）、
前ま
え
だ
ち立
薬
師
如
来
坐
像（
南
北
朝
時

代
の
作
）、
同
脇
侍（
日
光
・
月
光
菩
薩
像
）、
十
二
神
将
像
な
ど
、

私
の
記
憶
の
な
か
に
は
焼
失
前
の
お
姿
が
鮮
明
に
残
っ
て
い
ま
す
。

新
春
　
博
物
館
長
が
語
る

▲東城寺本尊木造薬師如来坐像・脇侍（平安時代の作）

▲前立薬師如来坐像（南北朝時代の作）、同脇侍（日光・月光菩薩
像）、十二神将像（背後の壇にある）

東
城
寺
の
春
―
広こ

う

ち智
上し

ょ
う
に
ん人
の
ま
な
ざ
し
―

土
浦
市
立
博
物
館
館
長

上
高
津
貝
塚
ふ
る
さ
と
歴
史
の
広
場
館
長

常
磐
大
学
名
誉
教
授

糸
賀
　
茂
男
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唯
一
火
災
を
免
れ
、
７
８
５
年
目
の
新
春
を
迎
え
ら
れ
た
木
像
こ
そ「
広
智
上
人
坐
像
」で
す
。
こ
の
木
像
は
、
東
城
寺
に
と
っ
て
か

け
が
え
の
な
い
什じ
ゅ
う
ほ
う宝で

す
。
な
ぜ
な
ら
、
東
城
寺
が
か
つ
て
天
台
系
の
寺
院
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
る「
生
き
証
人
」だ
か
ら
で
す
。

　
日
本
の
寺
院
は
、
例
外
も
あ
り
ま
す
が
、
多
く
は
諸
宗
兼
学
で
あ
っ
た
り
、
僧
侶
の
交
替
で
、
他
の
宗
派
へ
転
向
し
た
り
す
る
の
は

普
通
で
す
。
宗
派
の
名
称
を
顕
示
す
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
江
戸
時
代
以
降
の
こ
と
な
の
で
す
。
と
も
か
く
、
平
安
時
代
初
期
に
、
最

澄（
伝
教
大
師
）を
始
祖
と
し
、
平
安
京
の
北
方
に
あ
る
比ひ
え
い叡
山
を
拠
点
と
し
た
日
本
天
台
学
の
教
義
弘ぐ

ぶ布
と
修
養
の
道
場
が
筑
波
山
系

南
端
の
山
中
に
設
け
ら
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
、当
時
の
日
本
の
国
教
と
も
い
う
べ
き
天
台
学
の
仏
教
的
仕
掛
け
な
の
で
す
。

こ
の
事
業
の
推
進
者
と
し
て
最
澄
の
門
下
の
一
人
で
あ
る
広
智
上
人
が
か
か
わ
っ
た
可
能
性
が
高
く
、
後
年
、
嘉か
て
い禎
３（
１
２
３
７
）年

正
月
に
某
氏（
八
田
氏
か
）に
よ
っ
て
、
上
人
の
功
労
を
讃
え
つ
つ
、
あ
わ
せ
て
現
在
か
ら
未
来
に
か
け
て
の
世
の
平
穏
を
願
う
べ
く
、

等
身
大
の
木
像
が
寄
進
さ
れ
ま
し
た
。
作
者
は
不
詳
で
す
が
、
寄
進
の
経
緯
が
木
像
の
膝
下
に
あ
る
墨
書
銘
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　
平
安
時
代
以
来
の
天
台
系
寺
院
東
城
寺
の
法
灯
は
鎌
倉
時
代
も
し
っ
か
り
と
護
持
さ
れ
、
加
え
て
広
智
上
人
の
行
跡
と
業
績
は
消
え

去
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
広
智
上
人
は
奈
良
時
代
に
生
ま
れ（
生
没
年
・
生
地
不
詳
）、

平
安
時
代
に
入
っ
て
、
最
澄
を
支
え
つ
つ
大
慈
寺（
栃
木
市
）を
拠
点
に
、
円え
ん
に
ん仁

・
安あ
ん
ね恵

な
ど
の
後
学
を
も
最
澄
の
門
下
に
入
ら
し
め
て

い
ま
す
。

　
広
智
上
人
が
東
城
寺
の
住
僧
に
な
っ
た
と
い
う
確
証
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

少
な
か
ら
ず
、
の
ち
に
東
城
寺
と
命
名
さ
れ
る
道
場
の
建こ

ん
り
ゅ
う立

に
深
く
関
与

し
た
こ
と
は
疑
い
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

広
智
上
人
を
こ
の
よ
う
に
理
解
す
る
と
き
、
私
は
こ
の
眼
光
鋭
い
木
像

の
リ
ア
ル
な
造
像
技
法
に
魅
入
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
同
時
に
、
奈
良
東
大

寺
に
坐
す
鎌
倉
時
代
東
大
寺
再
建
の
功
労
者「
俊し

ゅ
ん
じ
ょ
う
ぼ
う
ち
ょ
う
げ
ん

乗
坊
重
源
坐
像（
木
造
・
国

宝
）」を
思
い
出
し
ま
す
。
皆
さ
ま
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

新
た
に
建
て
ら
れ
た
東
城
寺
本
堂
前
の
小
堂（
祖
師
堂
）の
な
か
、
広
智

上
人
像
も
確
か
に
春
の
光
を
満
喫
さ
れ
つ
つ
、
そ
し
て
、
世
の
不
安
を
払

う
べ
く
、
ひ
た
す
ら
念
じ
て
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

今
春
３
月
か
ら
の
博
物
館
特
別
展
で
は
、「
東
城
寺
と
山
ノ
荘
」に
焦
点
を

当
て
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
ご
期
待
く
だ
さ
い
。
で
は
、
私
の
年
頭
の
発
句

で
す
。若わ

か
み
ず水
を
　
御ご
ぼ
う坊
に
手
向
く
　
稚
児
ゆ
か
し

◀広智上人坐像（茨城県指定文化財）
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